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P1 = 1− 2q, Q1 = R1 = q · · · 1©
?????????????⎧⎪⎪⎪⎨
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Pn+1 = (1− 2q)Pn + qQn + qRn
Qn+1 = qPn + (1− 2q)Qn + qRn
Rn+1 = qPn + qQn + (1− 2q)Rn
· · · 2©
????⎧⎨
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1©? 3©??
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= · · ·
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= Pn−1 − 2q(1− 3q)n−1
= Pn−2 − 2q(1− 3q)n−2 − 2q(1− 3q)n−1
= · · ·
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(2) n??? S?????B?C?????? bn, cn
???????n = 0 (?????)???????a0 =
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????? bn???C ?????? cn??????
???n+ 1???????????????????
an+1 = (1− p− q)an + qbn + pcn (1)
bn+1 = pan + (1− p− q)bn + qcn (2)
cn+1 = qan + pbn + (1− p− q)cn (3)
???????? n??????P????????
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????????????????? cn??????
??????
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an+1 = pan + qbn + (1− p− q)cn (n  0)
bn+1 = (1− p− q)an + pbn + qcn (n  0)
cn+1 = qan + (1− p− q)bn + pcn (n  0)
an + bn + cn = 0 (n  0)
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a0 = 1, b0 = 0 (????)
(2)
????????????????
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???????????????????????
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⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
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}
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1) = 0
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−p+ (k − 1)q + 1
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(3)
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(k + 1)p− (k − 2)q − 1
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)
∴ (1− p− 2q)k2 − (1− p− 2q)k + (1− p− 2q) = 0
∴ k2 − k + 1 = 0
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 筑波大学附属駒場中・高等学校 理科 
今和泉卓也・宇田川麻由・梶山 正明 





























































机上 1.0 m の高さから自由落下した物体（ゴムボール）
が繰り返し机上で跳ね返る運動を解析する。 
(1) 1.0 m から落下した最初の衝突を 0 回目とし、この
瞬間を時刻 t = 0 s とする。 































































































① 法律・法曹、② 行政・教育、③ 経済・金融 
④ マスコミ・芸術、⑤ 経営・サービス 
⑥ 専門職・理工系技術、⑦ 理工系研究、⑧ 医学 
便宜上、①～⑤を「文」、⑥、⑦を「理」（医学以外）、
⑧を「医」と表記し、各分野の参加希望者数（アンケ
ートの有効回答者 115 名が対象）を下表に示す。 
表 有効回答者数の内訳（人） 
 文 理 医 計 
文 33 － 10 43 
理 (S2)32 23 17 72 

























































































































































































































実施した。選択生徒は 68 期 19 名（うち１名は夏から


















































第 11 回：11/10（土）2〜4 限 
各チーム作業、進捗状況の面談 




第 13 回：12/18（火）1〜4 限 
各チーム作業（プレゼン資料作成、追加実験等） 



























































12/23 東京都 SSH 発表会、3/17 日本生態学会神戸大
会にてポスター発表、元東邦大学 風呂田利夫先生 
・「セイロンベンケイソウの栄養生殖について」 
2/3 戸山高校 SSH 発表会にてポスター発表、東京理科
大学 松永幸大先生 
・「ツルギバモウセンゴケの消化酵素について」 



































































































































































































































塩ビ管 アルミ棒 ガラス棒 ガラス試験管 缶 毛
皮 スズランテープ セロハンテープ シャープペン
シル 消しゴム ストロー 画鋲 ティッシュペーパ










2 班 水を塩ビ管に近づけると引き寄せられる 
3 班 塩ビ管＋アルミ＋ストロー連結体、塩ビ管をこ
すってストロー部分で引き寄せる 






7 班 遮蔽物の有無でくっつくか否かが決まる 
8 班 こすった塩ビ管にストローでなめるように取る
と、電気が移って、ストローにも引力 
    またアルミ管を近づけると「パチ！」 



















































































































































































































































































55 集』pp.103-112 筑波大学附属駒場中・高等学校 
3. 梶山正明ほか（2017）『筑波大学附属駒場 論集第
56 集』pp.49-60 筑波大学附属駒場中・高等学校 
4. 仲里友一ほか（2018）『筑波大学附属駒場 論集第











































徐  広孝・合田 浩二・登坂 太樹 











 筑波大学附属駒場中・高等学校 保健体育科 
徐  広孝・合田 浩二・登坂 太樹 






















































2.1 対象  
本校の硬式テニス部員のうち，研究に参加する意思
表明をした 11 名（中学 2 年生 8 名，中学 3 年生 1 名，
高校 1 年生 2 名）を対象とした． 
 
－ 67 －




































































































































































































(1) スポーツデータの測定や分析に，興味がある． 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 11 54.5 45.5 0.0 0.0 0.0 11
(2) スポーツデータの測定や分析は，楽しい． 9.1 45.5 9.1 0.0 36.4 11 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 11
(3) スポーツデータの測定や分析が，好きだ． 0.0 63.6 9.1 0.0 27.3 11 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 11
(4) スポーツデータの測定や分析は，労力を必要とし
ない． 0.0 9.1 45.5 9.1 36.4 11 0.0 0.0 72.7 27.3 0.0 11
(5) スポーツデータの測定や分析は，簡単にできる． 0.0 9.1 45.5 9.1 36.4 11 0.0 9.1 72.7 18.2 0.0 11
(6) スポーツデータの測定や分析を，これから（これか
らも）勉強したい． 27.3 54.5 0.0 0.0 18.2 11 9.1 90.9 0.0 0.0 0.0 11
(7) スポーツデータの測定や分析を，これから（これか
らも）実践したい． 27.3 63.6 0.0 0.0 9.1 11 36.4 63.6 0.0 0.0 0.0 11
(8) スポーツデータの測定や分析は，将来の自分に
役立つ． 54.5 18.2 0.0 0.0 27.3 11 72.7 18.2 0.0 0.0 9.1 11
(9) スポーツデータの測定や分析は，社会に役立つ． 36.4 18.2 9.1 0.0 36.4 11 36.4 63.6 0.0 0.0 0.0 11
(10) スポーツデータの測定や分析は，教養として身に
つけるべき技能である． 18.2 63.6 9.1 0.0 9.1 11 36.4 36.4 18.2 0.0 9.1 11
(11) スポーツデータの測定や分析は，今まで気づかな
かったことに気づかせてくれる． 63.6 18.2 0.0 0.0 18.2 11 90.9 0.0 9.1 0.0 0.0 11
(12) スポーツデータの測定や分析は，競技力向上に
役立つ． 72.7 18.2 0.0 0.0 9.1 11 90.9 0.0 9.1 0.0 0.0 11
(13) スポーツデータの測定や分析は，チーム（部）に
とって役立つ． 63.6 9.1 18.2 0.0 9.1 11 81.8 9.1 9.1 0.0 0.0 11
(14) スポーツデータの測定や分析は，身につけている
とかっこいいと思える． 36.4 27.3 18.2 0.0 18.2 11 27.3 36.4 36.4 0.0 0.0 11
(15) スポーツデータの測定や分析は，学ぶことが誇り
に感じられる． 18.2 45.5 9.1 0.0 27.3 11 18.2 72.7 9.1 0.0 0.0 11
(16) スポーツデータの測定や分析について知っている
と，周囲からできる人として見られる． 18.2 36.4 18.2 9.1 18.2 11 9.1 63.6 18.2 0.0 9.1 11
(17) スポーツデータの測定や分析について学ぶと，人
よりかしこくなれる． 27.3 27.3 18.2 9.1 18.2 11 18.2 27.3 45.5 9.1 0.0 11
(18) スポーツデータの測定や分析について学ぶと，他
の人に自慢できる． 9.1 27.3 36.4 9.1 18.2 11 27.3 27.3 27.3 9.1 9.1 11
(19) スポーツデータの測定や分析は，学ぶと自分自身
のことがよりよく理解できる． 45.5 45.5 0.0 0.0 9.1 11 90.9 9.1 0.0 0.0 0.0 11
(20) スポーツデータの測定や分析は，今までなかった
自分の一面を発見できる． 63.6 18.2 9.1 0.0 9.1 11 81.8 18.2 0.0 0.0 0.0 11
(21) スポーツデータの測定や分析は，学ぶことによっ
て自分らしい自分に近づくことができる． 18.2 45.5 9.1 0.0 27.3 11 27.3 54.5 9.1 9.1 0.0 11
(22) スポーツデータの測定や分析は，自分の個性を活
かすことができる． 18.2 54.5 0.0 0.0 27.3 11 45.5 36.4 18.2 0.0 0.0 11
(23) スポーツデータの測定や分析は，学ぶことで人間
的に成長できる． 9.1 54.5 18.2 0.0 18.2 11 9.1 81.8 0.0 9.1 0.0 11
(24) スポーツアナリストは，かっこいい仕事だ． 0.0 54.5 9.1 0.0 36.4 11 18.2 54.5 27.3 0.0 0.0 11
(25) スポーツアナリストは，価値ある仕事だ． 36.4 54.5 0.0 0.0 9.1 11 45.5 36.4 9.1 0.0 9.1 11











































小宮 一浩・植村  徹・土井 宏之 
渡邉 隆昌 
 
   







 筑波大学附属駒場中・高等学校 技芸科 




















































































































































































































































































































































תי ִ֖שׁאֵרְבּ א ָ֣רָבּ םי ִ֑ה˄ֱא ת ֵ֥א םִי ַ֖מָשַּׁה ת ֵ֥אְו ׃ץֶר ָֽאָה  
    ↑    ↑    ↑       ↑    ↑      ↑     ↑ 
ソフ・パス－ク  ティプハ    エトナフタ      ティプハ 
      メルハ－        メルハ－       ムナフ 














תי ִ֖שׁאֵרְבּ א ָ֣רָבּ םי ִ֑ה˄ֱא ת ֵ֥א םִי ַ֖מָשַּׁה ת ֵ֥אְו ׃ץֶר ָֽאָה  
    ↑    ↑     ↑      ↑    ↑       ↑    ↑ 
ソフ・パス－ク  ティプハ    エトナフタ       ティプハ 
      メルハ－        メルハ－        ムナフ 
    ❼   ⑥    ⑤     ④    ❸      ②    ① 
【       後半          】【       前半        】 
תי ִ֖שׁאֵרְבּ א ָ֣רָבּ םי ִ֑ה˄ֱא ת ֵ֥א םִי ַ֖מָשַּׁה ת ֵ֥אְו ׃ץֶר ָֽאָה  
カタカナ読み(右から左へ読んでください) 
ツレアハ トッエェヴ ムイマャシハ トッエ ム－ヒロエ －ラバ    ト－シレベ 
逐語対訳(右から単語毎に左から右へ読んでください) 



















































































8節、第 18章 3節、第 19章 7節、第24章 34節、第
























































































































































































































































⑧ Telysha Ketanah, Telysha Gedolah, Zakef Gadol, 
Pazer,  Kadma Veazla,  Azla Geresh, Gershayim 
Telysha Ketanah, Telysha Gedolah 
 

























































































































⑨ Shalshelet,  Merchachefulah, 




３回 第19章 16節・第24章 12節・第39章 8節、レ
ビ記に１回 第8章3節)、メルハ－・ケフラ－は５回(創
世記に１回 第 27 章 25 節、出エジプト記に１回 第 5
















































8:21 תישארב WLC 
   ַ֒חֹחיִנַּה   ַחי ֵ֣ר־תֶא    ֮הָוהְי  חַר ָ֣יַּו 
      芳香の       匂いを        主は そして嗅いだ 
 ֹףִס ֹ֠א־א ֹֽ ל   ו֗בִּל־לֶא  ה ָ֜והְי  רֶמא ֹ֨ יַּו 
私は再び～しない 自分の心に    主は そして言った 
ם ָ֔דָא ָֽה רוּ֣בֲﬠַבּ  ֙הָמָדֲא ָֽה־תֶא דוֹ֤ﬠ ל ֵ֨לַּקְל 
  人      の故に        土地を   再び 呪うことを 
וי ָ֑רֻﬠְנִּמ  ע ַ֖ר  ם ָ֛דָאָה  ב ֵ֧ל  רֶ֣צֵי י ִ֠כּ  
彼の少年期から  悪い   人の 心の 衝動は 何故なら 
 תוֹ֥כַּהְל דוֹ֛ﬠ  ף ִ֥סֹא־א ֹֽ לְו 
撃つことを もう一度 そして私は再び～しない 
       ׃יִתי ִֽשָׂﬠ ר ֶ֥שֲׁא ַֽכּ ּי ַ֖ח־לָכּ־תֶא 











































































25 節、第 8 章 1 節など)、カドゥマ－＋メルハ－＋ザ
ルカ＋ムナフ＋セゴ－ル(創世記 第 3 章 14 節、第 30
章 16節)、カドゥマ－の無いメルハ－＋ザルカ＋ムナ


























































































































































































































































































































































































































2. 谷内意咲著 (株)ミルトス 
 今日から読めるヘブライ語 
3. 谷内意咲著 (株)ミルトス 
 今日からわかる聖書ヘブライ語 
4. キリスト聖書塾編集部編 日本ヘブライ文化協会 
 ヘブライ語入門ヘブライ語入門 
5. 佐藤淳一著 (株)ミルトス 
 はじめてのヘブライ語 




8. サンパウロ 原文校訂による口語訳 
 聖書 フランシスコ会聖書研究所訳注 
9. ライフ パブリッシャ－ズ 
 ファイヤ－バイブル 注解付き聖書 
10. 日本聖書協会 
 聖書 新共同訳 旧約聖書続編つき 
11. イスラエルとウディ・コ－レン 
 聖書 
 Israel and Udi Koren Bible 
12. Navigating the BibleⅡ (9 Jan. 2018) 
 http://bible.ort.org/intro1.asp 




¼ lFeBb ¤q  g´P¨p ªn    ‹` w¨ §x©f  g´P¨p ªn    ` ¸¨n §c ©w
Æ` h¨ §Wy©Rt  Kj³R¨t §d ©n    i À¦ri ¦a §x g´P¨p ªn g´P¨p ªn
­`g¨ §Rt ¦h  ¬`k¨ §x ¥n   lFe ¾cB¨bÎs ¥wf¨   o ½Ÿhw¨Îs ¥wf¨
ÁdP¨p ©h §wÎdW¨yi ¦l §Yz   x¿¥fR¨t    ®`Y¨z §g©p §z ¤`  g´P¨p ªn
Wy ¹¥x¥bÎ`l¨ §f ¨`   ` ¹¨l §f ©` §e ` ¸¨n §c ©w   d Âl¨Fec §BbÎdW¨yi ¦l Â§Yz
 wi ¦q §Rt   ai ¦zµ§i  xi²¦a §z  `¯B¨b §x ©Cc   m¦i º©Wy §x¥Bb|
R¨tÎsFeq«qd„¨xR¨tÎi¥p §x ©w   z ¤l Ã¤Wy §l ©Wy   :wEe
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髙橋 深美・秋元 佐恵・阪田 卓洋 











 筑波大学附属駒場中・高等学校 英語科 
髙橋 深美・秋元 佐恵・阪田 卓洋 
























中学 「英語」４時間（LL・TT 各１時間を含む） 
高１ 「コミュニケーション英語 I」３時間＋ 
「英語表現 I」２時間 （TT1＋LL1） 
高２ 「コミュニケーション英語 II」４時間 
（TT １時間を含む） 
高３ 「コミュニケーション英語 III」３時間（選択） 




















2.1  中学 1 年生（72期） 担当：多尾奈央子 

































2.1.2  授業の概要 















2.1.2.2  教材 
・２時間の授業 
三省堂 New Crown English Series 1 
mpi『Active Phonics』 
数研出版『5-STAGE 英文法完成 BOOK 1』 
自主教材（プリント） 
・LL 授業 
Oxford University Press：Listen First 
・TT 授業 
正進社『Talk and Talk』 
Heyer, S. (2005) All New Very Easy True 
Stories. 
  NY: Pearson Japan 
Heyer, S. (1998) Very Easy True Stories. 
  NY: Pearson Japan 
自主教材（プリント） 
 その他、NHK 語学番組の『基礎英語 1』聴取の継
続を推奨している。 
 長期休業中は課題として reader 書籍を与え、昨夏





















































Activity Type: Speaking activity, group work 
Language Focus: Past simple affirmative sentences 
Aim: To make past simple affirmative sentences 
using time expressions and verbs. 
Procedure: 
1. Split the class into groups of four or five. 
2. Give each groups a set of time expression 
cards(24 cards) and verb cards(24 cards). Have the 
students shuffle the two sets separately. 
4. Students put the time expression cards face down 
in a pile on the desk and deal out the verb cards 
equally.  Each player should have six verb cards. 
5. Students take it in turns to turn over a time 
expression card from the pile and then make a true 
past simple affirmative sentence using one of the 
verbs on their cards and the time expression. 
6. If the speaker constructs a believable past simple 
affirmative sentence, which is agreed on by the 
other students in the group to be true, the speaker 
may discard the verb card.  If the other students 
think the sentence can’t be true, is grammatically 
incorrect, or the wrong verb form is used, they 
challenge the player, and he has to keep the verb 
card. 
7. The goal of this activity is to be the first speaker 













は、Speak slowly, loudly and clearly. および Eye 
Contact とし、これは活動如何によらず、すべてに一




















































































2.2  中学２年生（71期） 担当：阪田卓洋 



































2.2.2.1  授業の種類 
先述したように筆者が担当する３時間のうち，２時






2.2.2.2  授業の進め方 
2.2.2.2.1  1学期 
１学期の最初は教科書 New Crown 2 を使用し，













 １学期の後半は，多読の目的で Sherlock Holmes 
and the Duke’s Son (Oxford University Press) を使
用した。原題は The Adventure of the Priory School 






1. Oral Review (with interactions) 
2. (Brief) Oral Introduction  
3. Silent Reading  
4. Check Student’s Understanding  
(T & F, English Questions) 
5. Grammar Explanation 

































2.2.2.3  2学期 
2.2.2.3.1  授業内容 







Oxford からも易しいレベルで同じ作品の Graded 
Readers が出ているが，Macmillan と比べると，スト
ーリーが羅列されている感覚が強く，一読したときの
面白さは Macmillan の方が勝っていると感じている。 
 １学期の反省を生かし，夏休みに多量の input を与
－ 103 －
 え，授業ではその中の一部を徹底的に頭の中に叩き込







1. Oral Review 
2. New Words 
3. Fill in the Blanks (Summary) 
4. Reading Aloud 
5. Grammar Explanation 



















2.2.2.3.2  パフォーマンステスト 
１学期と２学期で長い物語を２本読んだた




2.2.3  その他、授業外 














2.2.3.2  副教材 
文法学習用の自習用教材としては『5-Stage 英文法
完成 BOOK2』(Chart Institute)を使用している。文
法問題だけではなく，CD 付きで dictation 問題も付い
ているためこの問題集を採用した。 
 
2.2.4  今後の課題 
３年生に向けて，さらに多量な input を与えながら
も，その中の一部分を徹底的に暗唱させるなど，intake
の時間も大事にしたい。週３時間の中で input  




Murphy, R. (2015) Essential Grammar in Use (4th 
ed.). Cambridge: Cambridge University 
Molinsky, J.S. & Bliss, B. (2001) SIDE by SIDE (3rd 
ed.). NY: Pearson Education 
 
2.2.5  LL教室を使った授業  担当：髙橋深美 
中学２年生では Basic Tactics for Listening 



















2.3  中学 3年生（70期） 担当：須田智之 
2.3.1  はじめに 








































1. My Favorite Words (Crown 3, L.1) 
2. France－Then and Now (Crown 3, L.2) 
3. Rakugo Goes Overseas (Crown 3, L.3) 
4. The Story of Sadako (Crown 3, L.4) 
教科書を扱う際には、題材導入の会話部分は簡潔に
済ませ、その後の読み物の部分を Oral Introduction / 
Interaction で教材を導入・内容理解を実施し、音読、
まとめや発展的学習というスタイルを目指している。
発展的学習の内容としては My Favorite Words に関
連して自分の好きな名言を、また Rakugo Goes 
Overseas に関連して、短い英語落語の演目を、それぞ
れ１学期末のパフォーマンステストとして発表しても
らった。また、The Story of Sadako では Sadako and 
the Thousand Paper Cranes (Puffin Modern 
Classics)の一部分を扱った。 
 ２学期に扱った教材は以下の３課である。 
 1. Places to Go, Things to Do (Crown 3, L.5) 








牧師の演説と BTS のリーダーRM が国連で行ったス
ピーチのどちらかを選択させ、その一部を暗唱し感想
を述べるという発表に取り組ませた。 





Ylvis の The Fox (What Does the Fox Say?、Bruno 
Mars の Just the Way You Are など、２学期は実習生
の選曲である One Direction の Story of My Life と、
再びBruno MarsのTalking to the Moon、U2のWalk 
On などの歌を扱った。 
(2)LL 教室での授業（週１時間） 




















2.3.3  その他、授業外での取り組み 
(1) English Journal 




























(Cambridge University Press)を併用している。 
(4)多読 





























































造をしている部分など）、上の Q & A で理解が不足
と思われる部分などを中心に、日本語で説明をする。 
5) Chorus Reading: 内容が理解できたところで、英文
の音読を行う。時間が許せば、Buzz reading / 






6) Consolidation: その日の表現のまとめなど。 
 

























たイラストなど用いた Oral Introduction を行い、後
で別紙のような Summary chart を配布し、それに基
づいた Retelling を実施した。 
 文法的には、中学既習である現在完了と受け身の復
習を行った。 
② Railroad Man: 






















していった。例えば、Maybe he was invisible to many 












た通りで、黒人による初の労働組合も Brotherhood of 
Sleeping Car Porters で、結局これがのちの公民権運









































① El Sistema  
  教科書の L.6 で、ヴェネズエラの、音楽を通じた人










覚動詞の構文<have/make/ see +名詞+原形動詞>など。 
















 授業では、第４章 Two Monsters の後半と、第 5 章
Two Heroes を扱った。順序的には逆であるが、まず、
Theseus and the Minotaur を行い、次に Medusa, 
Perseus and Andromeda という順に進めた。前者の












2) Medusa, Perseus and Andromeda: 高 1 の 2 学期
－ 108 －





The Heroes (Charles Kingsley, Everymans) と
Mythology (Edith Hamilton, Hachette Books)の
Perseus, Theseus に目を通し、The Tales of the 









らしとして The house that Jack built を使用した。非
制限用法ではないが、関係代名詞関連ということで扱
ってみた（筆者は通常、中２の終わりから中３の初め
頃、この nursery rhyme を使用する）。 
 
2.4.6 公開授業：一種のジグゾー法を用いて 
公開授業までは、夏課題に指定した Theseus and 
the Minotaur、Medusa, Perseus and Andromeda を
通常通り、プリントに従って Oral Introduction から














と 一 般 に 称 さ れ て い る 。 た だ 、 こ れ だ と
supplementary reading を読むのに 20 人しか必要で
なくなってしまう。そこで、今回は、内容的にも分量
的にも非常に近いが多少細かい部分で異なっているよ
うな supplementary reading をもう１バージョン用
意した。こうしてクラスのもう半分は別バージョンで
展開することになった。当日の配布資料から引用する： 





 類似した内容であるが、Version 1, Version 2 は、
それぞれ微妙な点で違う。グループ 1－5 までが
Version 1 を、グループ 6－10 が version 2 を読んでい
る。Version 1 は米国で標準的なギリシャ神話の入門
書 Mythology (by Edith Hamilton)からの抜粋である。
一方、Version 2 は英国の児童作家による Tales from 



















 公開授業後は年間計画表に従い、UEC1 の L.7 Why 




つの話のどちらか好きなものを retelling 、Sleep に関




の生徒が The house that Jack built を選んだが、積み






  写真１  The house that Jack built の発表 
 














       写真 2  Perseus の発表 
 
 冬休み課題は Super-Frog Saves Tokyo (村上春樹の
『かえるくん、東京を救う』の英訳版)を課し、３学期
に扱う。また、Thomas Jefferson の生涯と彼が起草し





2.5  高校１年生（69期）英語表現Ⅰ 
担当：山田 忠弘 
2.5.1  はじめに 
 英語表現Ⅰ（２単位）は、LL 授業と TT 授業（各週
１）から成り、前者が Listening、後者が Speaking
の内容となっている。中学校の時と同じく、LL は LL
教室、TT は ALT との Team Teaching で行われる。 
 
2.5.2  LL 授業  
授業時間の半分で Developing / Expanding Tactics 



















のテーマは、既習の４つ Bicycle Licensing? / Japlish / 
Amakudari / Kids and Cell Phones から選ばせた。 
 ２学期は、Speech（夏休みの思い出）の後に、
Parliamentary Debate を行った。Parliamentary 
Debate とは、与えられた論題（motion）に対して、





・Doping should be legalized. 
・We should legalize casinos. 
・We should legalize euthanasia in Japan 
・We should abolish beauty contests. 
・Tsukukoma should be a co-educational school. 
・Tsukukoma students should go to the University  
－ 110 －





























Solutions (2009)（CENGAGE Learning） 
 































2.6.1.1  授業での取り組み 





























・Reading a poem : The Lake Isle of Innisfree (W.B.   
Yeats), At Grass (Philip Larkin)   




・Haiku in English 
  俳句の形式を学んだうえで、校外学習で 1 つ俳句を 
 作り、学年コンテスト実施。 
・Winnie-the-Pooh  Chapter 1 ～ Chapter 4 
・What Is Uniquely Human?  (UnicornⅡより) 
 【２学期】 
・The Kidnapped Prime Minister by Agatha Christie 
 夏休み課題の短編集の１つを、授業で扱った。 
・The Tale of Peter Rabbit 
→話を２つほど読み、最後にその話のその後のストー
リーを創作させた。 
・Twelve Angry Men  (映画および脚本) 
→古典的名作を見せ、陪審員制度について語彙を学ぶ。
最後に映画についてテーマを選んで作文課題。 
・The Future of AI (Unicorn Ⅱより) 
→教科書の題材(2012)をイントロに使ったあと、















Q. I can run but I can't walk, a mouth but I can't 
talk, a head but I can't think, a bed but I can't sleep. 
Who am I?   
















2. 教師がその単元の新出単語を 20 個発音していく。 
 同時に板書する。 











Christie, Agatha. 1983. 『クリスティ短編集』. 東京：
成美堂.  
Milen, A. A. 1926. Winnie-the-Pooh. New York: 
Puffin Books.  
Potter, Beatrix. 1982. The Complete Adventure of 
Peter Rabbit. London: Puffin Books. 
Rose, Reginald. 2006. Twelve Angry Men. New 
York: Penguin Books.  
Sobol, Donald J.1967. Two-Minute Mysteries. New 




2.6.2  (1単位分TT授業)   担当・八宮孝夫 
2.6.2.1  はじめに 
 高校２年生は、教科書を用いた通常授業が 3 単位、
外国人講師(ALT)とのティーム・ティーチング(TT)が 1









 1 学期に扱ったトピックは以下の通り： 































 TT は１単位であるので、25 点分の評価となり、上






    「筑駒」のゆるキャラのプレゼン 
 
2.6.2.3 2学期の実践 



































陣による The Declaration of Independence の朗読を



























 Needless to say, Charles Chaplin is one of the 
most famous men in the world.  Especially, he is 
known for having slipped on banana peels in many 
of the scenes of his films.  However, since I have 
[had?] never seen any of his movies entirely before, 
it was my first time to see his film.  My first 
impression when I heard the title was not so good.  
Because it sounded like something boring like many 
documentaries dealing with wars seriously.  (Of 
course, I know it is important for us to study history 
from such kind of movies)  But it wasn’t!  The 
movie was abundant in unexpected humorous 
elements without being devoid of the essential facts 
of World War II.  The last was remarkable where 
the barber wearing Hynkel’s costume made a 
speech in front of the military while real Hynkel 
was arrested mistakenly.  I’m sure that no one who 
sees this film could expect the ending of it. I have 
never encountered such a sophisticated story in my 
life!  I assured myself that he was a real endowed 
talent. （2－1 N 君） 
  I was greatly moved to see his movie.  I had 
heard of it before, but I didn’t know much about it 
and Charlie Chaplin until I saw it in this class.  He 
is said to be a great actor and director, but I hadn’t 
seen his performance until then.  I was surprised 
that he had skillfully performed two contrasting 
men, the cruel dictator and the gentle barber.  The 
most impressive scene in this movie was the last 
speech that Chaplin made.  The cruel dictator 
should disappear from this world.  Everyone has 
the right to live a happy life.  We shouldn’t 
discriminate against anybody.  We all should long 
for world peace, but I feel recent world is filled with 
discrimination.  So I think we should see this 
movie now.  Love is everything.  Nothing is more 
precious than love.  I feel it very much in this 
movie.  I think this movie shows the importance of 
love.  “We think too much and feel too little: more 
than machinery we need humanity, more than 
cleverness we need kindness and gentlness.  
Without these qualities, life will be violent and all 
will be lost.”  Those are my favorite words. 
 （2－1 Y 君） 
  また、映画の中で使用されている曲との関連を指摘
したものもあった： 
 I was most impressed by the music which was 
used in the last scene.  To my surprise, it was the 
same as the piece used in the scene in which Hynkel 
tossed a globe balloon around his room.   
  The name of the piece is “Prelude to Act I” from 
one of the famous operas composed by Richard 
Wagner, “Lohengrin.”  I think it is ironical that 
Chaplin’s using the same music in these scenes.  
Moreover, it is said Hitler preferred listening to 
Wagner’s music.  I realized the high intelligence 
which Chaplin had when I knew that fact.   
  In addition, after that scene, the barber worked 
rhythmically with “Hungarian Dance No. 5 in G 
minor” which is composed by Johannes Brahms.  
－ 114 －
 He was a great “absolute music” composer, but 
Wagner was the leading expert of “program music.”  
That’s why they came into conflict in the 19th 
century.  I think this history is also interesting.  
  (2-2, K 君) 
 戦争シーンについて言及したものもある： 
  Commonly the Chaplin’s speech is thought of as 
the most important scene of “The Great Dictator.”  
But I will talk about the opening scene in WWI.  A 
lot of new weapons – lethal weapons – were used in 
the great war.  For example, tanks, airplanes, and 
machine-guns.  Also tactics changed utterly and 
drastically.  Soldiers fought from the trenches for 
years.   
  Chaplin runs in the trench, throws a grenade, 
shoots a machine-gun and jumps onto an airplane 
in the film.  Wire entanglements prevent the 
enemies from charging. 
  I think these realistic descriptions of the battle 




















ら“I’m sorry, but I don’t want to be an emperor”と
訥々と始める。しかし、“To those who can hear me, I 
say ‘Do not despair.’” あたりから、聴衆全体を意識す
































                担当：髙橋深美 








３学期はまず２学期からの継続で、The Diary of 
Young Girl を４回扱った。その後、教科書(Unicorn 
English Communication 2)の 11 課 Just Enough を
扱った。この課の冒頭がいわゆる環境問題を扱う英文
によくある書き出しで、生徒は「またこういう話か」









ついて考えてみた。以前使用した、Michael Sandel の 









2.7.3  コミュニケーション英語Ⅲにおける取り組み 
コミュニケーション英語Ⅲは３単位であるが、２単位
分は多様なジャンルの英文を読むことを主軸に授業を




・言語の進化  ・環境保護  ・理性と本能   
・エッセイ 





















The Case against Perfection by Michael J. Sandel  
(2007 Belknap Harvard) 
Just Enough by Azby Brown   (2013 Tuttle) 
The Diary of Young Girl   (Anne Frank) 
King Lear   (William Shakespeare) 
Happy Days and other very short stories by Jake 
Allsop  (1998 Penguin Books) 
Time Is Running Out （朝日出版社） 
英語で説明する日本の観光名所100選 改訂版 植田
一三編 (2014 語研） 
新・英語で語る日本事情 江口裕之/ダニエル・ドゥー
マス著 (2012 The Japan Times) 
 




















① パーティで困った ① 誰も英語が話せない／彼女
は日本語が話せない ② 幼児なら自分の日本語でも
何とかなりそう／話すのにちょうどよさそう 





（例２）Write within 100 words in English in 
answer to the following question: 
“If you were a high school English teacher, how 

































2.8.2  和文英訳・文法演習  担当：阪田卓洋 





















授業の終盤には英字新聞（The New York Times, 

















































































1. Soseki, N. (1957). Kokoro (Edwin McClellan 
Trans.). Tuttle. 
2. Soseki, N. (2010). Kokoro (Meredith McKinney 
Trans.). Penguin Books. 




1. 安藤貞雄 (2005) 『現代英文法講義』開拓社 
2. 江川泰一郎 (1991) 『英文法解説』金子書房 
3. 長原幸雄 (1990) 『関係節』大修館書店 
4. Hewings, M. (2013) Advanced Grammar in Use. 
Cambridge University Press. 
5. Leech, G.N. (1987) Meaning and the English 
Verb. Longman. 
6. Quirk et. al. (1985) A Comprehensive Grammar 
of the English Language. Longman. 
 
3．課題研究における取り組み 






3.2  中学 3年生（70期）テーマ学習  
担当：須田智之 























3.3  高校２年生（68期）課題研究  






























表 2. Science Dialog & DIY年間計画（全32校時） 
Date Speaker Topic 
①May 12    ― 全体オリエンテーショ
ン 
②June 2 ― 講座オリエンテーショ
ン 




⑤Sep. 15 Science Dialogue 講師 #2 
⑥Sep. 29 各受講生 中間報告 
⑦Oct. 13 Science Dialogue 講師 #3 
⑧Nov. 10 各受講生 リハ・相互評価 
⑨Dec. 18 各受講生 native 講師による指導 
⑩Jan. 12 研究発表① （中３・高１に向けて） 
⑪Jan. 26 研究発表② 












＜*は SSH 関係＞ 
(1) *台湾台中市立高級第一中学（台中一中）訪問 
(2) 釜山国際高校・KSA（韓国科学アカデミー） 
  訪問 
(3) Thailand International Science Fair 2019 への  
  参加 
日本学術振興会による Science Dialogue 参加 
－ 119 －
























教員が顧問となり研究を進めた。11 月中旬に A4 判２
ページの英文アブストラクトを提出させ、「アブストラ
クト集」にまとめた。タイトルは以下の通り： 
1 The meaning of visiting MINAMATA 
2 Research on “Cevian Triangle“ 
3 Consideration of the tactics of Blackjack 
4 What causes Daphnia Pulex to die? 
5 Trajectory of a Magnetic Pendulum 
6 The present and future for basketball and its 
relations with artificial intelligence 
7 School Introduction (高 1) 
 期末考査後に、Mr. and Ms. Vierheller によるプレ
ゼン講習を行った（写真）。 
 
       直前プレゼン講習の様子 
 















① 1 学期末：中級者対象  
② 2 学期末：台湾派遣生徒対象 
③ 3 学期末：初級者＋韓国派遣生徒対象 










































































































吉田 哲也・亀村ひかり・澤田 英輔 










 筑波大学附属駒場中・高等学校 生徒部 
吉田 哲也・亀村ひかり・澤田 英輔 












































































































































































































































































































































57 集』pp.113-142 筑波大学附属駒場中・高等学校 

























































 Report; The practice of Mental Health Literacy Education Program – through the Practice for Junior 






















































なっている．尚，本校での取り組み 3）は 4 年目を迎え









 3 実践の概要 
3.1 授業対象・実施時期 



































 以下に事前学習 1 時間分及び MHL 教育プログラ
ム 2 時間分の授業展開概要を示す． 
‐‐‐‐‐‐‐‐‐事前学習‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 










【 展 開 】 
3．視聴覚教材 1：「体調不良になる生活・ヒカル君















【 ま と め 】 
6．「睡眠のまとめ」 
・適切な睡眠習慣を身につけるために 
‐‐‐‐‐MHL 教育プログラム 1 時間目‐‐‐‐‐ 
【 導 入 】 




【 展 開 】 
4．視聴覚教材 1：「体調を崩すまでの生活（二人の
中学生をモデルに）」（3 分 22 秒） 
5．ワークシート：「体調を崩す要因になっていたも
のは何だろう？」 
6．視聴覚教材 2：「その後の生活」（3 分 03 秒） 
≪ポイント①≫ 
















【 ま と め 】 
8．「1 時間目のまとめ」 
‐‐‐‐‐MHL 教育プログラム 2 時間目‐‐‐‐‐ 
【 導 入 】 
1．「こころの SOS サインに気づくために」 
2．「1 時間目の振り返り」 
3．「怪我と心の病気の違い」 
【 展 開 】 
4．視聴覚教材 3：「思春期に起きやすい精神疾患の











る誰かに相談する」（3 分 00 秒） 
9．「友達に相談されたときのポイント」 
















































 4 結果 
4.1 自記式質問紙調査結果 



















































表１．精神疾患と対処の知識   
授業前・後の正答率（％）を示す．[T]はい，[F]いいえが正解 授業前 授業後
①身体に様々な病気がおこるように，心にも病気（精神疾患）がおこることがある  [T] 84.6 94.9**
②精神疾患は思春期から増え始める                       [T] 70.1 92.4**
③精神疾患は，平均すると，一生で２０人に１人に起きる              [F] 14.5 77.1**
④精神疾患を防ぐには，「気力」と「精神力」が大切である            [F] 23.9 74.6**
⑤夜更かしや睡眠不足は，精神疾患を悪化させる                 [T] 86.3 92.4 
⑥いじめは精神疾患の要因の一つである                     [T] 87.2 84.7 
⑦精神疾患は，ほとんどの場合，時間がたつと自然に良くなる           [F] 60.7 78.8**
⑧精神疾患では頭痛，腹痛，吐き気などの身体の症状もまれに起こることがある   [T] 68.4 87.3**
⑨気分の落ち込みが続く場合や繰り返し起きる場合には「うつ病」の可能性がある  [T] 73.5 91.5**
⑩うつ病では，眠れなくなることも朝起きられなくなることもある         [T] 59.8 89.8**
⑪精神疾患の症状により，乗り物に乗れず通学が困難になることがある       [T] 52.1 94.9**
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（EFL：English as a Foreign Language）として教室で学
ぶ者には，現実離れした提案である。41 人のクラスに

















知っている友達の発表とは言え，1 分も 2 分も続くス




















































































3 AET による英語のチェック（Grammar） 
4 発表（Speaking & Listening） 
放送作家には事前にお題を 5 つ与えているため，一つ
に 20 語程度の解答を用意したとして，全体で 100 語の
英作文を書いたことになる。これを 4 人グループで持




































 夏休みには読書課題として The Adventures of Tom 






































3.4 Story Retelling 









1. オーラル・レビュ  ー
2. 音読 
3. 穴埋め音読 
4. グループで役割分担して retelling 
5. ペアで役割分担して retelling 
















 最終的には授業時間内に 1 人 1 人にパフォーマン
ス・テストを実施することが理想かもしれないが，時
間的に難しいし，41 人の retelling をひたすら聞き続け
ることは精神的苦痛以外の何物でもない。そこで，今



























11 月 8 日（木） 
授業最後に大喜利グループの発表。グループから大喜










11 月 13 日 TT（火） 





































 1 枚の絵に対して 3 分の時間を確保しておくと
ちょうど良い。1 人の発表とそれに対するリア
クションで 30-40 秒になるため，5 人全員が発


















最も高かった生徒に Best Performer Award，グループ点
（正確さ，創造性，積極性）が最も高かった班に Best 

















Tom said to Aunt Polly, “Look behind you!”  
Aunt Polly let go of Tom’s jacket and turned around. Tom 
ran away. 










“Hey, there is a cockroach on the desk!” 
“Oh no, where is Goki-Jet?” 






A wall of glass makes Tom and Aunt Polly not able to touch 
each other. Polly touches the wall. Tom has found a hole of 






Tom: I’m not Tom. This is a shadow. The real Tom is there! 






Tom: Look, there is a big man. I will hit him with my right 
hand. 
Aunt Polly: Wait. I must take some money. 
Tom: Why? 
Aunt Polly: Because you will lose, and then I have to make 
















Tom wanted Becky to like him. He drew a picture of a 
house on a piece of paper. Tom drew a picture of a man in 





Becky: What a wonderful house! I like it. 
Tom: Do you really think so? 




Becky: Who drew this dirty picture? 
Tom: It’s me. 






Huck is Tom’s friend. He doesn’t have his house, so Tom 































クラス 上 中上 中下 下 
A 4 2 2 2 
B 5 2 0 3 
C 5 1 2 2 
計 14 5 4 7 
発表者の英語力 



































We don’t have to go to 
school. 
ここはつまらない It’s boring here. 
－ 147 －
 僕も飽きた。 I’m bored too. 
彼らはとても嬉しかった。 They were very pleased. 
 






don’t have to 
Tom: That is my steamboat. 
Huck: Really? You are very rich. 
Joe: We don’t have to work. 
 
感情を表す表現 
Tom: Wow! There are many real pirates on the steamboat! 
Huck: What? It’s so wonderful! Let’s join them and be real 
pirates.  
Tom & Jo: We will never be bored. 
 
受身＋感情を表す表現 
Joe Harper found a piece of cake on the ground. It was Tom 
Sawyer’s. Joe Harper grabbed it, and ran to Tom Sawyer 
and Huck Finn. Tom Sawyer kept watching the steamboat. 
Huck found Joe and grabbed the cake. Huck Finn hit Joe 
with his hand. However, he was hit by Tom Sawyer.  
Huck Finn fell down on the ground next to Joe Harper. Tom 
ate the cake. Joe and Huck were shocked and ran to Tom.  
 
数こそは多くないが，確実に使われている。なお，2
例目の “We will never be bored.” という表現は，中 1 の
3 学期に暗唱したドナルド・トランプの就任演説の一
部分 “You will never be ignored again.” の影響も出てい
ると思われる。 




Tom: What’s that? 
Huck: It’s a steamboat. 
Tom: Why did it come here? 
Huck: I think it came here to give us something to eat. For 
example, meat, fish, and some fruit. 

































Mark Twain, retold by Cornish F. H. (2005). The 
Adventures of Tom Sawyer. Macmillan Readers. 
 
－ 148 －
















































































                        
 
  































































の研究   
②国語教育への文学理論の導入 
－ 159 －











    






大野  新 
広島から考える平和教育   
水俣から日本を考える   





「中近世移行期」をどう学ぶか   

































































































































    
    
    
－ 161 －




















から大学へ(2019.03.31)   

























から大学へ(2019.03.31)   















































































































































































2019 年 1 月 25(金)～1 月 27
日(日) 神奈川県立生命の
星・地球博物館に参加 
    























































































    
































































    








































































































    



























筑波大学附属駒場論集第58集  ②効果的な語彙指導の研究 
③認知言語学研究 
－ 167 －






















Oral Introduction入門～The house that 
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